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ゲノムの修飾異常が癌を引き起こす
Aberrant genome modifications induce cancer
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同じゲノム情報を持つのに、各組織の細胞はどうやって異なる機能を発揮するか︖
それはゲノム修飾物であるエピゲノムが組織特異的な遺伝⼦発現制御を⾏っているからで
すが、その異常が正常細胞に蓄積すると発癌リスクを上昇させます(Science
307:1976-8, 2005)。細胞へのエピゲノム異常蓄積は感染や炎症など様々な環境要
因が原因となりますが、胃ではヘリコバクターピロリ菌の持続感染が萎縮性胃炎や腸上⽪
化⽣などを誘導し、粘膜上⽪細胞は⾼レベルのDNA異常メチル化を呈して胃癌発症⾼リ
スクと相関します。⼀⽅Epstein-Barrウイルス（EBV）感染も胃癌の7-15%に関与し、
⾮常に⾼レベルのDNA異常メチル化を誘導し多くの癌抑制遺伝⼦を不活化します。EBV
はまた、「エンハンサー侵襲」など感染細胞の遺伝⼦エンハンサー領域を異常活性化して癌
遺伝⼦を発現亢進します(Nat Genet 52:919-930, 2020)。

2021年12⽉17⽇（⾦）Friday, December 17th, 2021
16:00〜17:00

講演（⽣体調節研究所1階 会議室）およびZoomによる開催
IMCR Gunma Univ.1F Conference Room and Zoom

Registration: Access the following website (QR code), and input your
information (name, affiliation, and e-mail address). The URL for Zoom
meeting will be informed.
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfnthAWf_ZwIDAeslLPKP7LgTLU
mUN6EOSGZNRzaVICkUB5eQ/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0
Host: Takeshi Inagaki (inagaki@gunma-u.ac.jp, 8880)

参加登録⽅法︓12⽉17⽇（⾦）正午までに所属・⽒名・セミナー開催⽇を下記のウェブサイト (QR code)
で⼊⼒し、お申し込みください。ZOOMミーティングURLをお知らせします。


